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（審議経過） 

○中村都市計画課長 皆さん、こんにちは。

定刻になりましたので、始めさせていただ

きます。 

 本日はお忙しい中、第６７回足立区都市

計画審議会にご出席いただきまして、誠に

ありがとうございます。 

 私は本日司会を務めます都市計画課長の

中村でございます。よろしくお願いいたし

ます。 

 初めに、本日は新型コロナウイルス対策

といたしまして、こちらの庁舎ホールを利

用し、受付での消毒等をお願いいたしまし

た。また、会場の扉を開放しております。会

議時間につきましても、短縮いたしまして、

４０分程度を予定しております。あらかじ

めご理解をお願いいたします。 

また、本日新たに委員に選任された方に

は、委嘱状を席上に置かせていただいてお

ります。ご紹介は名簿にて代えさせていた

だきます。よろしくお願いいたします。 

続きまして、本審議会の情報公開につい

てでございます。本審議会は公開を原則と

しております。このため、会議記録につきま

しては区のホームページで公開させていた

だいております。また、会議記録作成のため

録音させていただきますので、ご理解をお

願いいたします。 

 それでは、議案審議に移らせていただき

ます。ここからの議事の進行につきまして

は長塩会長にお願いいたします。長塩会長、

よろしくお願いいたします。 

○長塩会長 皆様、こんにちは。 

 それでは、都市計画審議会の議事を進め

てまいります。 

 まず初めに、事務局から本日の資料と議

案について説明願います。 

○中村都市計画課長 中村でございます。 

それでは、皆様に事前にお配りしました

資料と審議議案の確認をさせていただきま

す。 

 まず次第をご覧ください。本日の議事で

ございますが、議案が１件、報告事項が８件

でございます。 

まず議案ですが、第１号議案「平野・東六月

町地区関連」といたしまして、「東京都市計

画地区計画足立東部地域平野・東六月町地

区地区計画の変更（足立区決定）について」、

「東京都市計画公園の変更（足立区決定）に

ついて（東六月町第二公園・平野三丁目公園

の追加）」でございます。 

続いて、報告事項でございますが、報告事

項１「神明二丁目周辺地区の地区計画の変

更および策定について」、報告事項２「綾瀬

駅東口周辺地区の地区計画の策定につい

て」、報告事項３「防災街区整備地区計画の

変更について」、報告事項４「谷在家三丁目

地区の地区計画の策定について」、報告事項

５「都市計画区域マスタープランおよび都

市再開発の方針の改定について」、報告事項

６「防災街区整備方針の改定について」、報

告事項７「用途地域の一括変更について」、

報告事項８「景観計画の改定について」でご

ざいます。 

 また、事前に配付している資料でござい

ますが、次第のほか、委員等名簿、それか

ら座席表、白い表紙の議案書ひとつづり、

黄緑色の表紙の議案説明資料がひとつづ

り、桃色の表紙の報告説明資料がひとつづ

り、最後に報告４から７、それぞれの別添

資料となってございます。また、本日席上

に「綾瀬駅東口周辺地区地区まちづくり計

画（案）」、このひとつづりの資料を置か

せていただいております。 

 以上が本日の資料でございます。不足し

ている資料がございましたら事務局へお申

しつけください。よろしいでしょうか。 

 続きまして、スクリーン、マイクについて

ご案内させていただきます。本日の説明は、

正面のスクリーンを利用して説明させてい

ただきます。説明の際はスクリーンをご覧

ください。お手元の資料につきましては、ス

クリーンが見づらい場合にご覧いただけれ

ばと存じます。マイクについては、ご発言の

際に事務局がお持ちさせていただきます。

使用の都度、事務局で消毒させていただい

ております。 

また、質疑応答につきましては、議案につ

いてはご説明後、報告事項につきましては、

全８件のご説明の後、まとめて時間を設け

させていただきます。 

 事務局からは以上でございます。 

○長塩会長 それでは、審議に入る前に、委

員の出席状況を事務局から報告してくださ

い。 

○中村都市計画課長 中村でございます。 

本日は、定数２１名のところ、１７名のご
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出席をいただいております。過半数のご出

席をいただいておりますので、審議会が有

効に成立することをご報告申し上げます。 

○長塩会長 議事録署名人は、私と野澤委

員が務めますので、よろしくお願いいたし

ます。 

 それでは、議案の審議に入ります。 

 第１号議案「平野・東六月町地区関連」の

審議を行います。内田中部地区まちづくり

担当課長から説明願います。 

○内田中部地区まちづくり担当課長 中部

地区まちづくり担当課長の内田でございま

す。 

 第１号議案「平野・東六月町地区関連」に

ついて説明いたします。前方画面をご覧く

ださい。なお、お手元の資料では、表紙が白

色の議案書１ページから１８ページに記載

しております。併せてご確認ください。 

 最初に、表紙の次第にもありますとおり、

細かな議案の項目についてご案内いたしま

す。 

 第１号議案「平野・東六月町地区関連」と

いたしまして、２つの都市計画案がござい

ます。１－１「東京都市計画地区計画足立東

部地域平野・東六月町地区地区計画の変更」、

１－２「東京都市計画公園の変更」、いずれ

も足立区決定の都市計画となります。この

２件についてご審議いただければと思いま

す。先に議案書の記載内容をご紹介し、その

後議案説明書で説明いたします。 

初めに、１－１「平野・東六月町地区計画

の変更」について、説明いたします。お手元

の議案書では１ページとなります。 

議案の提出者は足立区長近藤弥生です。 

 提案理由ですが、平野・東六月町地区地区

計画を変更するに当たり、都市計画法の規

定に基づき、足立区都市計画審議会の議を

経る必要があるためでございます。 

 続いて２ページが、都市計画の案の理由

でございます。理由については、後ほど議案

説明資料にてご説明させていただきますの

で、今は省略させていただきます。 

続きまして、お手元の資料では３～７ペ

ージが計画書でございます。 

続いて、８ページが変更概要でございま

す。 

続いて、９ページが総括図でございます。 

最後に、１０～１１ページが計画図とな

っております。 

続きまして、１－２「東京都市計画公園の

変更」について説明いたします。お手元の議

案書では１２ページとなります。 

議案の提出者は足立区長近藤弥生です。 

提案理由は、１－１の地区計画と同様で

ございます。 

続いて、１３～１４ページが都市計画の

案の理由書でございます。こちらも後ほど

議案説明資料にいてご説明させていただき

ますので、今は省略させていただきます。 

続いて、１５ページが計画書と新旧対照

表でございます。 

続いて、１６ページが総括図でございま

す。 

最後に、１７～１８ページが計画図とな

っております。 

それでは、ここから変更内容をより分か

りやすくまとめた議案説明資料で内容を説

明させていただきます。お手元の資料では、

表紙が黄緑色の議案説明資料１ページから

になります。 

まず、区内における平野・東六月町地区の

位置でございます。右側の位置図の中央、足

立区役所より北５００ｍの一点鎖線で示し

た区域でございます。 

次に、「１ 議案の趣旨」でございます。

本案件は、地区計画で位置づけられている

２つの地区施設公園について、地域のコミ

ュニティ形成に寄与する貴重な緑のオープ

ンスペースとして生かしていくために、都

市計画公園に変更するものです。また、都市

計画公園の決定後、整備スケジュールを明

確にすることで、今回、東京都補助金の活用

が可能となります。 

「２ 地区の現況」です。平野・東六月町

地区は、緑豊かな快適で便利なまちの形成

を目指し、平成１６年に地区計画が策定さ

れています。近年では、企業用地の開発行為

でまとまりのある住宅供給が図られていま

す。 

「３ 地区の課題」です。本地区は公園面

積が少ない地域であるため、永続的に利用

が図られるよう公園の整備を進める必要が

あります。 

続きまして、２ページをご覧ください。 

「４ 変更概要」です。（１）地区計画の

変更についてです。地区計画の変更では、地

区施設公園１号（約１，４００㎡）と地区施

設公園３号（約１，０００㎡）を廃止します。
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（２）都市計画公園の変更といたしまして、

街区公園足立第２・２・１５３号、東六月町

第二公園（約０．１５ｈａ）と街区公園足立

第２・２・１５４、平野三丁目公園（約０．

１４ｈａ）を都市計画公園に追加します。つ

まり、地区施設公園１号を都市計画公園東

六月町第二公園に、地区施設公園３号を都

市計画公園平野三丁目公園に変更いたしま

す。なお、変更前後で公園面積に差が生じて

いる部分につきましては、測量により確定

した公園面積について差が生じたためでご

ざいます。 

続きまして、３ページをご覧ください。 

（３）地区施設公園１号についてです。左

側の図１が変更前の区域を示しており、右

側の図２は変更後の都市計画を決定する区

域を示しています。北側の一部を除いた区

域を都市計画決定いたします。当該地の南

側の道路は、地区施設道路３６号として位

置づけられております。図の中の写真につ

いては、当該地の南側から撮影しています。 

地区施設公園１号は、地域の方々により

体験農園プチテラスとして利用されていま

すが、令和３年度末に終了いたします。今後

は都市計画公園として整備していく予定で

す。また、公園北側の区域から除外する部分

については、道路として整備する予定です。 

続きまして、４ページをご覧ください。 

（４）地区施設公園３号についてです。左

側の図３が変更前の区域を示しており、右

側の図４は変更後の都市計画を決定する区

域を示しています。当該地の東側に位置づ

けられている地区施設道路５３号線の線形

が確定したことから、その境界を区域とし

ます。図の中の写真については当該地の南

側から撮影しています。 

地区施設公園３号は、平成３０年度まで

平野小学校が農園として利用していました

が、現在は農園の利用が終わり、更地となっ

ています。今後は都市計画公園として整備

していく予定です。 

以上が都市計画案変更概要です。 

続きまして、５ページをご覧ください。 

「５ 都市計画手続の経緯と今後の予定」

です。経緯は記載のとおりです。 

３月５日に都市計画変更の周知のため、

まちづくりニュースを配布しています。 

都市計画法第１６条、第１９条及び第１

７条に基づく都市計画手続に関しましては、

意見及び意見書の提出はありませんでした。 

本日の第６７回都市計画審議会にてご審

議いただき、７月下旬に都市計画決定・告示

を予定しております。 

また、今後の予定としましては、令和３年

度に平野三丁目公園の整備を行い、令和４

年度に東六月町第二公園の整備を予定して

います。 

以上で第１号議案の説明を終わります。

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○長塩会長 ご苦労さまです。 

 それでは、第１号議案の審議をいたしま

す。発言に当たりましては、その都度、職名

もしくは氏名を名乗られてからお願いいた

します。本件について、ご意見・ご質問があ

りましたらお願いいたします。―ありま

せんか。 

 なければ採決いたします。本案につきま

して異議のないものと決定してよろしいで

しょうか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○長塩会長 それでは、第１号議案は異議

のないものと決定いたします。 

 続きまして、報告に移ります。 

報告事項１「神明二丁目周辺地区の地区

計画変更および策定について」、内田中部地

区まちづくり担当課長から説明願います。 

○内田中部地区まちづくり担当課長 中部

地区まちづくり担当課長の内田でございま

す。 

報告説明資料１「神明二丁目周辺地区の

地区計画の変更および策定について」、説明

させていただきます。 

まず「１ 報告の趣旨」です。本案件は、

現在事業中の都市計画道路補助第２６１号

線の整備に合わせた、①平成１６年度に策

定された既定の地区、前方画面では水色で

示した地区の地区計画変更。②今回新規に

策定する神明二丁目周辺地区地区計画、画

面ではピンク色で示した地区の地区計画の

策定。③関連する用途地域等の変更でござ

います。 

続きまして、「３ 地区の課題」ですが、

まず（１）足立東部地域神明地区地区計画に

ついては、現在事業中の補助第２６１号線

沿道の延焼遮断帯が未形成でございます。 

（２）新規地区。神明二丁目周辺地区につ

いては、こちらも延焼遮断帯が未形成であ

ること、そして地区の一部に土地区画整理
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事業を施行すべき区域の市街化予想道路に

よる建築制限が残っていることが課題でご

ざいます。 

続きまして、「４ 地区計画等の変更・策

定方針」です。 

まず（１）、前方の画面では水色でお示し

した足立東部地域神明地区地区計画の変更

については、補助第２６１号線沿道３０ｍ

について、新たに地域区分を追加します。 

（２）は、画面ピンク色でお示ししました

新規地区、神明二丁目周辺地区地区計画に

ついては、新たな地区計画を策定すること

により、市街化予想道路による建築制限を

外します。 

（３）関連する用途地域の変更について

は、補助第２６１号線の沿道３０ｍの用途

地域等を変更します。 

続きまして、「５ 都市計画手続の経緯と

今後の予定」については、記載のとおりです。 

現在、東京都都市計画審議会付議のため、

東京都と協議中です。１２月に開催予定の

都市計画審議会においてご審議いただき、

３月上旬に都市計画決定・告示を予定して

います。 

以上で報告１の説明を終わります。あり

がとうございました。 

○長塩会長 それでは、次の報告に移りま

す。報告事項２「綾瀬駅東口周辺地区の地区

計画の策定について」、大竹まちづくり課長

から説明願います。 

○大竹まちづくり課長 まちづくり課長の

大竹でございます。どうぞよろしくお願い

いたします。 

私からは、報告事項２「綾瀬駅東口周辺地

区の地区計画の策定について」、ご報告いた

します。お手元の資料では、桃色の表紙の報

告説明書５ページからになります。また、机

上配付させていただきました報告２別添資

料「綾瀬駅東口周辺地区地区まちづくり計

画（案）」も併せてご覧いただければと思い

ます。 

最初に、「１ 報告の趣旨」でございます

が、本地区は、現在、駅前商業・集会施設が

撤退しておりまして、活気や景観が損なわ

れている状況となっております。このため、

豊かな暮らしとにぎわいのあるまちづくり

が求められておるところで、今回はこの課

題を解決するために、策定中である地区ま

ちづくり計画の概要と今後予定している地

区計画のスケジュールについて、ご報告さ

せていただきます。 

お手元の資料では６ページになりますが、

「２ 地区の現況」でございます。 

図２、右側の現況写真をご覧いただけれ

ばと思いますが、写真１は朝夕の駅前通り

となっております。駅の乗降客数が多くて、

バス・タクシー・一般車などで交通が錯綜し

ている状況です。 

写真２は、駅前商業・集会施設の跡地にな

っていますけれども、仮囲いで囲まれてお

りまして、活気や景観が損なわれている状

況でございます。 

写真３は、綾瀬小学校の仮設校舎の用地

となっております。令和６年度まで仮設用

地として利用しておりますが、その後の土

地利用は現在未定となっている状況でござ

います。 

お手元の資料では７ページになりますが、

「３ 地区の将来像および課題と方向性」

でございます。併せて机上配付させていた

だきました地区まちづくり計画の１枚めく

った２ページ目をご覧いただければと思い

ます。 

本地区では、まちづくりの考え方を示す

地区まちづくり計画を策定しておりまして、

主な内容は表のとおりとなっております。

地元まちづくり協議会などからいただいた

意見をもとに、まちの課題とそれに伴う方

向性を４つ掲げております。１つ目の駅前

交通環境といたしましては、人と車が安全

に通行でき、安心でゆとりある駅前に改善

すること。２つ目は、商業環境となっていま

して、魅力的でにぎわいのある商業環境の

誘導。３つ目の安全安心な街並みの環境で

は、緑と街並みが調和し、誰もが快適に過ご

せる環境の形成。４つ目の区有地の活用で

は、駅前のまちづくりと連携した施設づく

り、これを掲げております。 

以上によりまして、本地区のまちづくの

将来像を「未来につなぐ 豊かな暮らしと 

にぎわいのあるまち」と設定しております。

これに基づいて地区まちづくり計画の策定

を現在進めているところでございます。 

めくっていただきまして、お手元の資料

では８ページになりますが、「４ 地区計画

の導入の流れについて」でございます。 

今回、地区計画を２段階で進める計画と

しておりまして、第１段階といたしまして
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は、駅前の大規模用地を対象に地区整備計

画を策定する予定としております。これは

駅前開発を適正に誘導するために、できる

だけ早くこの部分に制限をかけていきたい

というために行うものでございます。 

最後に、お手元の資料では９ページとな

りますが、「５ 都市計画手続の経緯と今後

の予定」になります。 

本日のご報告後、近日中に地区まちづく

り計画を策定いたしまして、９月に地区計

画原案の公告・縦覧を行いまして、１２月の

こちらの都市計画審議会でご審議いただき

まして、年内中の都市計画決定告示を考え

ているところでございます。 

以上で報告２の説明を終わります。あり

がとうございました。 

○長塩会長 ご苦労さまです。 

 次の報告に移ります。報告事項３「防災街

区整備地区計画の変更について」、市川密集

地域整備課長から説明願います。 

○市川密集地域整備課長 市川です。 

それでは私から、報告事項３「防災街区整

備地区計画利変更について」、ご説明いたし

ます。前方の図面をご覧ください。お手元の

資料では、表紙が桃色の報告説明資料の１

０ページとなります。 

初めに、「１ 報告の趣旨」でございます。

昨年、建築基準法及び東京都建築安全条例

が改正され、建築物の火災への強さを表す

耐火性能に関する基準が見直されました。

本案件は、この法改正に対応するため、関連

する防災街区整備地区計画の変更を提案す

るものでございます。 

参考までに、法改正前後の概要を掲載し

てございます。法改正前は、建築物の規模に

応じて「耐火構造」「準耐火構造」とするこ

とが義務づけされておりました。法改正後

は、「耐火構造」「準耐火構造」とした場合

と同等の性能を持つ建築物は、「耐火構造」

「準耐火構造」としなくても建築できるこ

とになりました。 

今回は、区内の５地区の防災街区整備地

区計画について、法改正に合わせ新しい基

準の建築物も建築できるよう変更いたしま

す。 

５地区の場所については、お手元の資料

１１ページをご覧ください。 

続きまして、「２ 変更の概要」でござい

ます。お手元の資料では１２ページをご覧

ください。 

初めに、（１）建築物の構造に関する防火

上必要な制限について、ご説明いたします。

現在は「耐火建築物」「準耐火建築物」とし

なければ建築できませんが、法改正に合わ

せ、新しい基準でも建築できるよう、「耐火

建築物等」「準耐火建築物等」と記載を変更

いたします。 

次に、（２）文言の精査についてご説明い

たします。法令と表記上の整合を図るもの

で、「垣又はさく」の「さく」を平仮名から

漢字表記に変更させていただきます。 

以上が変更の概要でございます。 

続きまして、「３都市計画手続の経緯と今

後の予定」でございます。お手元の資料では

１３ページをご覧ください。 

今後、８月２８日～９月１１日まで都市

計画法第１６条に基づく都市計画原案の公

告・縦覧を行い、１０月１日～１５日まで都

市計画法第１７条に基づく都市計画変更案

の公告・縦覧を行います。 

そして、１１月に開催予定でございます

第６８回都市計画審議会にてご審議いただ

き、１１月中旬に都市計画決定・告示を目指

しております。 

以上で報告事項３の説明を終わります。 

○長塩会長 ご苦労さまです。 

次の報告に移ります。報告事項４「谷在家

三丁目地区の地区計画の策定について」、黒

木区営住宅更新担当課長から説明願います。 

○黒木区営住宅更新担当課長 区営住宅更

新担当課長の黒木でございます。 

報告事項４「谷在家三丁目地区の地区計

画の策定について」、報告させていただきま

す。桃色の報告説明資料では１４ページか

らとなります。 

本案件は、都営谷在家アパートの建替え

を適切に誘導し、良好な住環境の形成と都

営住宅の集約化による創出用地を活用した

公共公益施設の整備などを目的に、一団地

の住宅施設を廃止し、新たに地区計画の策

定を目指すものです。第６９回審議会への

付議に先立ち、概要を報告させていただき

ます。 

本地区は、日暮里・舎人ライナー谷在家駅

の西側に位置しており、昭和４３年度に建

設された団地です。 

谷在家アパートの現在の構成は１５ペー

ジに記載のとおりです。 
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今後の都市計画策定の前段階として、事

業者である東京都と足立区で、まちづくり

の目標や方針を示す建替えまちづくり構想

を作成いたしました。お手元の報告４別添

資料１が、建替まちづくり構想です。今年の

３月に地元周知を行い、４月に決定してい

ます。 

本地区の状況や課題を踏まえ、まちづく

りの目標を「良好な住環境を形成し、安全・

安心で快適にくらせるまち」とし、まちづく

りの基本方針、土地利用方針、緑のネットワ

ークと歩行者空間の整備方針を示していま

す。今後、この建替まちづくり構想を地区計

画や建替え計画に反映させていきます。 

報告説明資料１６ページに戻っていただ

き、最後に今後の予定についてご説明いた

します。 

団地建替え事業の予定といたしまして、

東京都は令和４年度に第１期の建築工事着

手を目指しております。 

「都市計画手続の経緯と今後の予定」に

ついては、９月に都市計画原案の公告・縦覧

を行い、１２月に開催予定の都市計画審議

会でご審議いただき、今年中の都市計画決

定・告示を考えております。 

 以上で「谷在家三丁目地区の地区計画の

策定について」、報告を終わります。 

○長塩会長 ご苦労さまです。 

次の報告に移ります。報告事項５「都市計

画区域マスタープランおよび都市再開発の

方針の決定について」から報告事項８「景観

計画の改定について」までをまとめて、中村

都市計画課長から説明願います。 

○中村都市計画課長 都市計画課長の中村

でございます。 

私からは、報告５から８までをまとめて

ご説明させていただきます。 

まず、報告事項５「都市計画区域マスター

プランおよび都市再開発の方針の改定につ

いて」、ご説明いたします。お手元の資料で

は、報告説明資料の１８ページからとなり

ます。 

本案件は、東京都が都市計画区域マスタ

ープラン及び都市再開発の方針を改定する

ことについて、第６９回都市計画審議会で

の意見聴取に先立ちまして、事前にご報告

するものでございます。 

なお、本案件につきましては、令和元年７

月開催の第６５回都市計画審議会にてご報

告させていただきました。今回は２回目の

ご報告でございます。 

都市計画区域マスタープランとは、東京

都におけます土地利用の方針や都市計画の

目標等を定めたものでございます。新たに

東京都内における拠点の位置づけが変更と

なります。足立区に関する位置づけについ

ては、前回ご報告した案件から変更なく、記

載のとおり改定に反映される予定でござい

ます。 

続きまして、都市再開発の方針ついてご

説明いたします。 

都市再開発の方針は、より詳細に区域や

事業名称を記したものでございます。方針

に位置づける効果としましては、まちづく

りの積極的な推進が可能になるということ

でございます。 

方針の中において２つの地区がございま

す。それぞれの定義については記載のとお

りでございます。 

今回の変更の方向性につきましては、表

の右側に記載のとおり、具体的なまちづく

りを行っていく地区は追加をして、具体的

なまちづくりが終了した、あるいは未定の

地区については削除してまいります。 

変更案が別添資料２の３ページ目となり

ます。こちらの内容にて東京都と協議をし、

改定に反映される予定でございます。 

最後に、「都市計画手続の経緯と今後の予

定」でございます。 

東京都より、１０月頃、足立区都市計画審

議会に意見照会があり、回答について１２

月開催予定の第６９回足立区都市計画審議

会にてご審議いただく予定でございます。 

その後、令和３年２月に開催予定の東京

都都市計画審議会にて審議され、同年３月

に決定・告示される予定でございます。 

以上、報告５のご説明でございます。 

続きまして、報告６「防災街区整備方針の

改定について」、ご説明させていただきます。

お手元の資料では報告説明２２ページから

になります。 

「１ 報告の趣旨」でございます。 

東京都が平成２９年９月に策定しました

都市づくりのグランドデザインや、ただい

ま報告５の都市計画区域マスタープラン、

都市再開発の方針との整合を図るために進

めております改正作業の進捗状況について

ご報告させていただきます。 
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防災街区整備方針は、木造密集地域を対

象とした都市計画のマスタープランとなる

もので、区域や事業名称を示したものでご

ざいます。 

現在、足立区では、既存指定地区としまし

て、平成２６年１２月に指定しました５地

区が位置づけられております。地区計画や

密集事業等の具体的な事業が、事業中もし

くは事業の導入を検討している地区でござ

います。別添資料１では、黒枠格子縞の凡例

で示す区域でございます。 

続いて、改定に向けた具体的な取組につ

いてでございます。 

足立区都市計画マスタープラン等との整

合を図りながら、事業の進捗状況を踏まえ

まして、新たな地区の策定や既存地区の変

更について東京都と協議をしております。

別添資料では、赤枠の斜線の凡例で示して

いる区域でございます。 

新たな地区としましては、防災街区整備

地区計画や防災都市づくり推進計画の重点

整備地域に指定されている地区、密集事業

や不燃化事業の導入を予定している７地区

を予定しております。こちらをたたき台と

しまして、東京都と協議の調整をしてまい

ります。 

最後に、「都市計画手続の経緯と今後の予

定」でございます。 

防災街区整備方針は、東京都決定案件で

ありまして、決定予定は令和３年１１月頃

を予定してございます。令和３年８月頃に、

東京都より正式に足立区都市計画審議会に

意見照会がある予定でございます。その間、

進捗状況について本審議会にご報告させて

いただく予定でございます。 

以上、報告６のご説明です。 

続きまして、報告７「用途地域等の一括変

更について」、ご説明いたします。お手元の

資料では、報告説明資料の２５ページから

になります。 

「１ 報告の趣旨」でございます。 

本案件は、平成１６年の用途地域の一斉

見直し以降、現況との不整合に対応するた

め、用途地域の一括変更を行うものでござ

います。 

変更の理由としましては、都市計画道路

等の整備によりまして地形地物が変更され、

用途地域指定状況地と現況の不整合が見ら

れるということ。それから、令和元年１０月

に策定しました用途地域の指定方針・基準

に基づく内容の適合、以上２点を踏まえま

して、現況との整合を図るために用途地域

等の変更案の作成、それから決定をいたし

まして、東京都へ提出する作業を進めてお

ります。 

「２ 一括変更の概要」についてでござ

います。 

概要については４点ございますが、特に

前回の変更から新たに追加になりました、

４つ目に記載がございます地理情報システ

ムの活用によるＧＩＳデータの作成を行い

ます。 

続きまして、対象でございます。 

対象事例として示されております、この

４点になります。（１）につきましては、用

途地域境の基準となります地形地物が変更

した地区でございます。それから（２）と（３）

につきましては、道路の拡幅ですとか都市

計画事業の予定されているところ、または

事業実施済みのところが対象となってござ

います。（４）につきましては、土地の利用

転換に伴うものになります。 

次に、足立区における対象についてでご

ざいます。 

地形地物等の変化による変更想定地区と

いたしまして、用途地域の境界の基準とし

ていた地形地物が変更した地区が９地区、

赤色の凡例で示す区域でございます。それ

から、事業中または事業が完了した都市計

画道路等の沿道地区が７地区。地図では緑

色の凡例で示す区域でございます。足立区

の対象につきましては、以上２点となりま

す。こちらをたたき台としまして、東京都と

調整を進めてまいります。 

最後に、「都市計画手続の経緯と今後の予

定」でございます。 

用途地域等の一括変更につきましては、

東京都の決定案件でございまして、決定予

定は令和４年の１１月頃を予定してござい

ます。足立区から東京都へ原案の提出を令

和３年９月頃に行いまして、令和４年４月

頃、東京都より正式に足立区都市計画審議

会に意見照会がある予定でございます。そ

の間、進捗状況について本審議会にご報告

させていただく予定でございます。 

以上、報告７のご説明でございます。 

続きまして、報告８「足立区景観計画の改

定について」、ご説明させていただきます。
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お手元の資料では、報告説明資料の２８ペ

ージからとなります。 

「１ 報告の趣旨」でございます。 

現在、平成２１年５月策定から１０年が

経過いたしました景観計画の実施状況を検

証し、足立区景観審議会及び景観計画推進

部会の意見をいただきながら、改定作業を

進めているところでございます。 

景観計画は、景観法に基づき地方公共団

体が定める良好な景観の形成に関する計画

でございます。景観計画の改定に当たりま

しては、景観法第９条第２項に基づきまし

て、足立区都市計画審議会の意見聴取が義

務づけられております。そのため、次回、第

６８回審議会におきまして、意見をいただ

く意見聴取に先立ち、概要をご報告させて

いただきます。 

景観形成施策の構成についてでございま

す。改正案では、これまで進めてきました景

観形成の体系を新たに保全・活用、特定地区、

規制・誘導の３つの施策群に再構築いたし

まして、継続的に取り組んでまいります。こ

れに加えまして、効果的な景観形成を推進

するため、短・中期的に実施する具体的な施

策を追加し、協働・協創により取り組みます。

また、指標を作成しまして、ＰＤＣＡサイク

ルによる進行管理を行いながら、良好な景

観形成に取り組んでまいります。 

最後に、景観計画改定の今後の予定につ

いてでございます。 

今後、８月５日開催予定の第３２回足立

区景観審議会におきまして、パブリックコ

メント案のご審議をいただきまして、９月

上旬から１０月上旬にかけてパブリックコ

メントを実施する予定です。 

そして、次回第６８回足立区都市計画審

議会におきまして、足立区景観計画の改定

についてのご意見を伺います。 

その後、第３３回足立区景観審議会にお

ける景観計画改定案の審議を経まして、１

２月下旬の景観計画改定を目指していると

ころでございます。 

以上、報告８についてのご説明を終わり

ます。私からは以上でございます。 

○長塩会長 ご苦労さまです。 

ただいま説明いただきました報告事項８

件について、ご意見・ご質問がありましたら

お願いいたします。 

○橘委員 区民委員の橘です。 

 私から二つ、ちょっとご質問させていた

だきたいのですが、報告事項１と２の地区

計画の関連につきましては、都市計画原案

の説明会について、この新型コロナウイル

スの感染拡大防止のために説明会に代わる

代替措置を行うと記載されておるのですけ

れども、どういった代替措置をお考えなの

かというところをご説明いただければあり

がたいなというのが１点でございます。 

 そして二つ目が、報告事項２の「綾瀬駅東

口地区の地区計画の策定」につきまして、こ

の地区整備計画を第１段階、第２段階とい

うことで、時期的にも２つに分けて計画さ

れているらしいのですが、その理由ですね。

もしかしたら民間も事業者さんが関わる第

２段階というところでのこともあるのかも

しれませんけれども、その理由を教えてい

ただければなということが二つ目です。 

 それにちょっと関連して、具体的な事業

実施時期ですね。谷在家の団地建替えの場

合には令和４年ですとか書いてはいるので

すけれども、この東口の駅前の再開発につ

きましての具体的な事業の実施時期ですと

か、そういったものがもし分かれば教えて

いただければありがたいなということです。

大きく分けて、その２点を教えていただけ

ればありがたいです。 

○大竹まちづくり課長 最初に、都市計画

手続のコロナウイルス感染拡大防止に関す

る手法なのですけれども、基本的には、最初

に地区内の皆様に都市計画の原案となるも

のを配布させていただきまして、読み込む

時間として２週間ぐらい時間をあけて、そ

れから公告・縦覧の手続をして、読み込んだ

資料に基づく意見がないかどうかという意

見聴取をさせていただきます。資料を読み

込む時間と意見書を提出していただく期間

を別に設けて、少し皆様にご周知させてい

ただきながらやれればと考えているところ

でございます。 

綾瀬の地区計画の２段階というところな

のですけれども、先ほど説明で申し上げた

ところで、駅前のところで今、未利用地にな

っているといいますか、跡地になっている

ところがございまして、区としては、駅前通

りを改善して、たまりの空間をつくったり、

交通の錯綜をなくしていきたいと考えてい

るところがございまして、地区まちづくり

計画、後で配らせていただいたものの中で
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６ページのところにネットワークの形成と

ありまして、駅前のところには少し滞留空

間を設けたりしたいよという話の中で、３

ページをご覧いただきますと、駅前の交通

利便性の向上というところで、少し壁面の

後退の制限をしたりして、民間の建物を少

し下げていただいて歩行空間を確保してい

きたいみたいな考えがございます。これを

早目に計画を決定しておかないと、逆に自

由に建物を建てていただいてしまうと、な

かなかそういう空間が確保できないので、

先行してそこら辺の制限をするような地区

計画を第１段階でかけさせていただければ

と思っております。その後、周辺も含めて、

実は東側のほうに綾瀬小学校の仮設校舎が

ありますけれども、ここも後利用が決まっ

ていないですけれども、ここも含めて将来

的な絵をまた描き直しながら第２段階を考

えていきたいと考えております。 

事業の時期につきましては、民間事業者

さんが行うことなので、今のところまだ決

定していないというところでございます。 

○橘委員 ありがとうございます。 

○長塩会長 いいですか。 

ほかにございますか。 

○佐々木委員 足立区議会の佐々木です。 

報告３の建築基準法が改正されて、いわ

ゆる「耐火構造」「準耐火構造」としなくて

もよい周囲への延焼リスクを低減すること

ができる建築物というのは、具体的にどう

いった建築物なのか、ちょっと教えていた

だきたいのですけれども。 

○市川密集地域整備課長 今メーカーのほ

うで、いろいろな部材を開発していると聞

いております。まだ足立区では特に申請等

はないのですけれども、いろいろなメーカ

ーがつくっているものを国が認可するとい

うことでございますけれども、やはりコン

クリート造りの部材とか強化石膏ボードを

組み合わせたものとか、学校に利用するも

のとか、事務所に利用するものとか、病院に

利用するものとかは物が違うようではござ

いますけれども、いろいろなメーカーで開

発していると。それを使えるようになると

いう状況でございます。 

○佐々木委員 コンクリートとか、いわゆ

る石膏ボードとかというのは、きちんとし

た基準で認定されて、そういう建築物とい

うことでよろしいのですよね。 

○市川密集地域整備課長 おっしゃるとお

りでございます。国のほうで基準を定めて

おりまして、それに基づいて区としても建

築確認等でしっかり審査していくという状

況でございます。 

○佐々木委員 先ほどの神明二丁目周辺地

区で、補助第２６１号線の沿道３０ｍが、容

積率が３００％というのはいいのですけれ

ども、防火地域の指定になりますね。これは

基本的には耐火構造の建築物が必要になっ

てくるということだろうと思うのですが、

これは今、拡幅工事が行われています。建替

えが必要になるような方もいらっしゃいま

す。先ほど説明会に代わる代替措置をとい

うお話もありましたけれども、用途地域が

変更されることで、建替えを計画されてい

る方が不利益にならないように、きちんと

した説明をしていってほしいなと思うので

すけれども、こういったところはいかがで

しょうか。 

○内田中部地区まちづくり担当課長 そこ

に住んでいらっしゃる方には、丁寧な説明

をしていきたいと考えてございます。まず

は資料を各戸配付して変更の概要をお知ら

せする中で、耐火建築物、防火地域について

も、具体的に説明を付け加えていきたいと

考えてございます。 

○佐々木委員 基本的には都施行でやって

いますので、都ときちんと連携しながら丁

寧にやっていただきたいと思います。これ

は要望しておきますけれども、よろしくお

願いします。 

私からは以上です。 

○長塩会長 他にございますか。 

 なければ、これにて本日の議案審議は終

了といたします。 

 これより会の進行を事務局にお願いしま

す。 

○中村都市計画課長 長塩会長、議事進行

ありがとうございました。 

 事務連絡が三点ございます。 

一点目でございます。次回の足立区都市

計画審議会の予定についてでございます。

次回、第６８回都市計画審議会を１１月４

日（水曜日）午前１０時３０分から予定して

ございます。日時等につきましては、また改

めてご通知申し上げますが、あらかじめご

予定のほど、よろしくお願い申し上げます。 

二点目でございます。本日、当審議会にお
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車にてご来場いただいた委員の皆様につき

ましては、駐車券をご用意しております。事

務局にお申しつけください。 

 三点目でございます。会場出入口横の１

階へ向かうエスカレーターでございますが、

現在上りの運転になっております。エレベ

ーターもしくは区政情報課横のエスカレー

ターをご利用いただき１階へ降りていただ

ければと存じます。 

事務連絡は以上でございますが、委員の

皆様から何かございますでしょうか。 

ないようでしたら、これにて第６７回足

立区都市計画審議会を閉会とさせていただ

きます。本日は熱心なご審議を賜り、ありが

とうございました。 


